
　上牟田事業所での様々なＣｈｏｉｃｅ！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　吉冨
　“Ｃｈｏｉｃｅ”＝“選ぶこと”辞書によると条件を備える幾つかの中から、最も好ましい物を取り出す。とあります。
　実際、私たちの日常生活は“選択する”ことばかりです。挨拶一つとっても言葉、声量、距離感、タイミングもです。また、その時の気分や身体の状況、環境によっても異なり、選択肢は限りなく続きます。
選択肢が一つでも多い方が“選ぶ”幅が広がり、より豊かなものになることは理解できる反面、情報が際限ない中では何を選択すればいいのかという状態に陥りがちです。
まずは選択する基準を決める必要があります。
　事業所での選択への取り組みですが、作業等はやはり役割遂行の目標や作業自体の得意なもの中心になってしましまいがちですが、出来うる限り2者択一形式等で選択する機会を設けています。
特に選択や意見を伺っているのが定期的に行っている余暇支援の内容に関してです。余暇支援は自由度も高く、皆さんの色々な意見を反映させて頂くいい機会としています。調理なのか創作なのかにはじまり、時期によっては外出もあります。
外出に関しては、昨今の事情でなかなか難しいのですが「行こう。」と企画した際の皆さんからの思いはやはり高いものでした。基準となる移動手段や時間、予算などを決めていくことから始まり、クライマックスの目的地へと多面的、多角的に攻めていきます。今回は博多ならではの「山笠飾り山鑑賞。」に決定。まだ行ってもいないのに歓声。みんな笑顔。
まずは皆さんの選択しやすいものから。こういった一つひとつの“Ｃｈｏｉｃｅ”から体験して頂くことで意見へと発展して、より良い意思決定支援に繋がっていくものと思っています。
今一度“選ぶこと”についての基準、また、その選択肢について考えてみるのもいいかもしれません。
まずは、今回のこの記事を私に依頼した担当の方、Ｇｏｏｄ　Ｃｈｏｉｃｅです。
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